





Logic of U tilizing Knowledge for Value Engineering 
Ichibei KUDO and Makoto BITO 
By reviewing how former people have handled and solved various types of problems， some 
perspective on Value Engineering is discussed. There are three important steps in implementing 
Value Engineering : (1) acquiring new knowledge by recognizing the fact， (2) informing the 
knowledge to persons who could apply properly to real world， (3) applying the knowledge to the 







































































































































と. ~、 L 、切れる。しかし， 目的達成のための計画が実行
されるためには，その計算を維持することを，必要とし，
それには，その計画のコースの上に確実にとどめ，その
計画の目標に到達し，外部の力が，その計画をくずすの
を強力に防ぐことが必要である。
したがって，変画計画すなわち価値分析を行なう聞で
さえも分析コースから，はずれさせないためにコントロ
ーノレのツーんを用いる必要がある。さらに，一度，変革
が実施に移された，あかつきには，コントロールのツー
ノレは，今度は収獲を確実に守り通すために，再び必要と
される。
その場合， コントローノレは，過去の歴史からの変更を
防ぐこと，と同じ意味ではなく，むしろ計画された業績
からの変動を予防することに，もっと近い意味のもので
ある。
コースの上に，とどまるということは，次の2つの意
味に用いられる。
知識における価値分析のための動員 141 
(a) 変革をつくり出す計画を堅持すること。
(b) 変動を予防するための計画を堅持すること。
この lつの言葉“コントローノレ"は， コース上にとど
まるし，いずれの場合にも用いることもあるが，この 2
つの言葉をはっきりと，区別するためには，次のような
新しい言葉の使い方を必要とする。
(a) 積極的コントローノレ，すなわち，変革をつくり出
す計画を堅持するための手段。
(b) 消極的コントローノレ，すなわち変動を予防するた
めの計画を堅持するための手段。
積極的コントローノレと消極的コントローノレとの間の類
似点はp 非常に重要である。
7. むすび
もし推進チームがこのテーマと引続き関係をもっ必要
がなくなり，しかもすでに価値分析が成し遂げられたな
らば，プロジェクトを廃止するための手段が用意されて
いなければならない。次の人がパトンを確かに，っかん
だことが明かならばパトンを手からはなさなければなら
ない。
このバトンタッチを正式に決めておくことは，価値の
あることである。推進チームの議事録は，その項目が議
事日程から除かれたことを，明かに示すべきである。ま
た，普通使われている表示とは別に，新しい手続の正式
承認，新しいツーノレの供給，新しい組織図の発行等を要
する。
(受理昭和58年 1月16日〕
